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はじめに 

 

 

本事業は、新潟県の要請を受け、原子力災害時の避難や屋内退避などの防護措置の実施

を判断するための最も重要な判断材料となる空間線量率を測定するモニタリングポストの

有効な雪対策について、引き続き検証するものである。 

 

平成 28 年度は、照射試験、シミュレーションのそれぞれの結果から積雪による放射線

計測への影響が把握でき、更に、モニタリングポストを設置した現地の積雪状況と空間線

量率などの実測値や地熱融雪、雪囲いなどの効果や課題などをもって、モニタリングポス

トの有効な雪対策を提案することができた。 

 

平成 29 年度は、有効な雪対策の具現化を念頭に、前年度の結果や課題を踏まえ、対象

核種に短寿命核種などを追加するなどのシミュレーション精度の向上と、現地調査の地点

数を増やすことで、より多くの実測値や雪対策の効果を得るなど、調査結果の信頼度を高

めることに取り組んだ。 

 

なお、本報告書が、新潟県をはじめ、積雪のある地域を抱える原子力発電所等立地道県

での今後のモニタリングポストの整備・更新時の参考とされ、原子力災害の事前対策の強

化に繋がれば幸甚である。 

 

最後に、本報告書をまとめるに当たり、昨年度に引き続き、多大なご尽力をいただいた

株式会社千代田テクノル、株式会社興和に感謝を申し上げる。 

 

 

 

国立大学法人長岡技術科学大学 

機械創造工学専攻 教授 上村 靖司 

 



 

 

＜新潟県との委託契約内容等＞ 

 

 

１ 期間 

平成２９年１０月６日～平成３０年３月３１日 

 

 

２ 題目 

緊急時用放射線監視モニタリングポスト雪対策実証研究（平成２９年度） 

 

 

３ 研究目的及び内容 

（１）モニタリングポストへの有効な雪対策 

（２）積雪による放射線計測への影響 

 

 

４ 履行体制 

国立大学法人長岡技術科学大学 

再委託先１：（株）興和 

担当業務：①モニタリングポストへの有効な雪対策 

再委託先２：（株）千代田テクノル柏崎刈羽営業所 

担当業務：②積雪による放射線計測への影響 
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第１章 調査の目的 

 

原子力災害時の避難や屋内退避などの防護措置の実施の基準である運用上の介入レ

ベル(Operational Intervention Level:OIL)を判断するために重要な空間放射線線量率

の情報を確実に提供するため、モニタリングポストへの有効な雪対策を検討・検証する

とともに、積雪による放射線計測への影響を把握する。 

昨年度の実証研究において挙げられた課題を踏まえ、積雪深１ｍ以下での放射線量の

減衰割合など、積雪による放射線計測への影響についてシミュレーションを行うととも

に、現実的な雪対策を目標に、地中熱ヒートパイプ融雪施設の汎用性に向けた検討など、

雪対策の効果・課題を整理する。 
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第２章 調査内容 

 

１ モニタリングポストへの有効な雪対策 

現実的な雪対策を目標に、より多くの雪対策（地熱融雪、ヒーター敷設）を施工した

モニタリングポストの積雪・融雪状況を観測し、対策の効果・課題を整理する。 

 

２ 積雪による放射線計測への影響 

昨年度は積雪深１ｍ以上の場合の放射性計測への影響が把握できたことから、今回、

積雪深１ｍ以下での放射線量の減衰割合といった、次の４項目についてシミュレーショ

ンを実施する。 

（１）積雪表面に放射性物質が沈着した場合の積雪深（０～１ｍ）による放射線遮蔽効果

を評価 

（２）地表に放射性物質が沈着し、その上に積雪した場合の積雪深（０～１ｍ）による放

射線遮蔽効果を評価 

（３）上空の放射性プルームから検出器に入射する放射線に対する検知範囲への影響につ

いて、ヨウ素131とセシウム137以外の核種を含め、プルームの大きさを変動させた

特性評価 

（４）積雪のある建物への屋内退避を模擬した状態における放射線遮蔽効果を評価 

 


